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静岡県J際wn日間河内村南部の地事者

四 年 寺 国 貞 治

昭和 30年度卒、淀漏交のーっとして脅ti>iI~\唯珂 6~r:Qip押す雨討。地質を研究したので、ここにその

集約を報告する.

調査区域は酋明証瓜山 (1041m】と誌の高根山 (503，， 9叫〉とで摂ま札た附可内村南部

ー帯の地域である。開査耳目聞は 195 5年3月-8月にわたり延25日尼崎査を行った。 この地

域の地質については故大場事国之助博士を始め伊四一普氏モの他の梓しい閥査がある.

制民主はほほ宵北走行の山地で壮年期の地形を呈L内保に'7オツサ・マグナ南闘部に当り、所

鳳韮時一静岡地質構遁線に平行な幾つかの道断層が南北に走って者り、 この彰苦手品叫品形にもよ

〈草1わ11-ている。

本地域には唱新世から鮮新世初期にbたる地向斜性の堆積物が厚〈分布している。 この堆積物

は下部より静岡崎群・和田島層群・清見寺j菌群に大別せられ、互に逆断J留で援し、何札も泌嵯・

..或は泥岩の諸相上よ〈似た地婿より成る

静岡層群ばキ地境の西半に怖いその下部は伏木一吉刷局で和問刷版接し、上部埴

崎一静凋構造t売で古訓1山のアルカリ岩に接する。その庖単は 3000770ιι上に遣し、下部より吉

賄疑灰質必宕腸・凶十袋必治泥互届・高山砂岩機務局・諸月l山砂指泥岩五周・穂積神社頁岩崎に

区分できる。 こ孔らり地層はすべて盤告かつ臨惨約で岳るが、四十妓泊と高山討との閲には紘層

とほぼ平行な断層が走って者り、明瞭な断層l量を作っている。吉原脳と凶十按亙閣は王子しい膚内

相曲が見られ，る。-A由に下部ほど疑灰質で長石.1f1J石・角肉石の持品企含み緑泥石化部苦しく、

白保持〈てこの~隊司~L..易い。この凝灰貿岩は組粒砂岩で、 ì'Ji l!J府上司で蛾灰質なjJII

総岩に移る。なお高山腐の北部にはや宇大形。鳴を合む鶴岩腐を介在する。官iiJI¥I!Lli:厨は禁場

治緩めて閉股で、よ郊は黒色の穂積神吐層に移化する。

和岡島層群は本地域東半に南北執の向制構造をなして分布し、 その西翼は伏木一吉原断問で静

悶1苫群と接し、官E認は和岡島断層で清見寺周群応援する。廊厚は本地主主のみで 1200叫ιιI:.ib

り、下旬より杉山泥結局・戸意硲猪泥岩瓦廊、土村磁猪熊岩層に区分した払何札も整合かつ漸

移的である、杉山腐は南に発達し本地域では向斜町両端に5す〈現b札るのみである。戸禽五局

は非凝灰質な郵掛のやや胤い五周で、北にい〈につれ.t!l穏となり土付属医砂ゐ土村局には合普

通陣石角肉石安山岩白岩旅が見b札る。 この安山縫は恐ら〈高沢え山岩に師団訴のあるものと考え

ら11-る。
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清4寺層群は和回島町，宮によって和悶島層群と安され持地域で啄:f?-昔前凍捕に少し分布するの

みで殆んど傑岩より成る。この傑越の閣を茂周機岩!Ilとよぴ、大部分中根で、昭治l'{官、肉緑特の

燥が多い。この茂畑j告はー官官泥告を介在し下部の高瀬御崎泥漉正居に潮拶する。この問診部分に合

角問視童書圭i"Iif山岩の対阪が鬼ら札る。この安山岩を上ノ島火山岩とよ仏定行に宅ってほ"霊現に

貸入した 3つの泊旅より成る。

l1i榔縫岩国と杉山泥岩屈の上にイ司書告に国1結極度の低い峰崎が就り、樹埠は 100叫内外で南北

叫官長〈分布している。このμjを波長打川耳石r草とよび、 大6壇~中崎よ り 戚 IJ ~ If:;持[i土この増設の芭

北方町地悩に由来する砂岩 ・良岩・ I均面142 ・石~.tt止すなどである。

本地域の通貨高筒については城に多〈の人々によって論じら叫ている線に為南北由の道主町庖に t

って西から取に画面上したねさも立公正な「草の頃瓦川、:rをなしてし、る。品印刷。傾斜:，;14 0
0 
w ---9 0 

W でめる。静J4脳EF;工闘では走行がはは~~'.f:1tで jl.f!併はほぼ 45
0

\\' 内外り串斜杯ぷ孟をなすがJとに

円〈につ札誕百官止なり団執も大となって選ミニ伏木より 前々 11(;:こりぴt~t島で折札凶がり、活字反して
， 

そのままt1iJl¥山一員伏の線を向斜輸として花に叫斜了る肉料草絡をなす。相岡島崎訴は北に朗(I"J 

斜噛をもっ#苅祢向剖掛造をなし、背袋陥世U:~断層に拶化して矢わ，1，.ている。向斜紬tむ3と封島‘ 戸

書を通り断層にほぼ平けで、その東灘はN3D・'AI 3(-........(C円V、白認はN700 
..... ，: 6 O ~ ...... 9 0‘ 

Nの定向斜耕 を示Toi宵見寺J昔蝉はよ首t.ニj昔時tcJ主べて極的て楕単で、走行N3 0 oV:Q)酋に1噌〈

単榊成者なす.

主時一静判裕治cV.は本地域ではアルカリ宕の岩崎を被っているため泊、はっき り認めることが出来

なかっに。このtゆ宜掛よりむしろ以#な袋昨倍を伴う伏木一吉IJ，uili，;9 ( A図 〉に意味がQ:，>ると思わ

れべこの両国tl<7J地J昌の拙晶修造り神世に埠いが略的ら札る。却古、 潟両~Mti-fは主として中華?i量末の

大井川部曲巡勤による補正主稽誼を示L-.羽田助胤酔及び滑且寺且1詳は島持許位以後の石綿虫ーフオツサ

・マrナ'If:尚道町による措地苦手'i1iを涼している僚に考えら札る. こり喧味から、従来、逝崎一静;司

書与主主t曜の延長と考えらfLている鵠爪山東麓の釘庖よりも伏木一吉原虫t忠の方がこの地i~の地質:M唆

に対して、より大きな主主裂をもっているものと思わ札る。

化石は本地竣では産出が乏しし僅かの植物滋ft"bJ塑有孔虫の他、吉闘に於いて高!Jl婦の粗粒砂

岩より Ch an:.y8 sp、を発見したのみで、化石による対比は国信であったn しかし、岩相

及び堆積択態から披多打川側昂は久.Ii8Ula型周に対比出来る。何札にせよ本地域は中新世から供積世

量での地問が分布しているととは確かである。


